
夢い
め

に
だ
に

見
ざ
り
し
も
の
を

お
ほ
ほ
し
く

宮み
や

出で

も
す
る
か

佐さ

檜ひ

の
隈く

ま

廻み

を

vol.150

はじめての万葉集
日本に現存する最古の和歌集「万葉集」を
分かりやすくご紹介します

夢
に
だ
に
想
像
し
な
か
っ
た
も
の
を
、
心
も

晴
れ
ず
宮
へ
の
出
仕
を
す
る
こ
と
だ
。
檜
の

隈
の
地
を
。

訳

　

舎と
ね
り人

　巻
二
（
一
七
五
番
歌
）

呆
然
と
す
る
舎
人

　本
歌
は
天
武
天
皇
の
皇
子
の
草く
さ

壁か
べ
の

皇み

子こ

（
母
は
持
統
天
皇
）
が
亡
く

な
っ
た
折
の
挽
歌
（
人
の
死
に
関
わ
る
歌
）
で
、「
皇み

子こ
の

尊み
こ
と

の
宮
の
舎と
ね
り人

等ら

の
慟か
な
し
び
傷い
た
み
て
作
れ
る
歌
二
十
三
首
」
中
の
一
首
で
す
。「
舎
人
」

と
は
天
皇
や
皇
族
の
側
に
仕
え
た
官
人
の
こ
と
で
す
。
こ
の
歌
群
に
は

舎
人
ら
の
名
前
は
書
い
て
お
ら
ず
、
不
特
定
多
数
の
臣
下
た
ち
が
次
々

と
悲
し
み
を
表
明
す
る
と
い
う
趣
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　本
歌
の
表
現
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
第
一
句
「
夢
」は
奈
良
時
代
以

前
で
は
も
っ
ぱ
ら
「
い
め
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。「
だ
に
」は「
～
だ
け
で

も
」
の
意
味
で
、
第
二
句
と
あ
わ
せ
て
「
現
実
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ

ん
な
こ
と
に
な
る
と
は
夢
に
も
見
な
か
っ
た
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　第
三
句
「
お
ほ
ほ
し
く
」
は
心
の
晴
れ
な
い
様
子
を
表
す
形
容
詞
で

す
。こ
の
舎
人
は
そ
の
よ
う
に
憂
鬱
な
状
態
で
宮
に
出
仕
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
そ
う
し
た
気
持
ち
を
詠
嘆
を
表
す
終
助
詞
「
か
」
で
強
調
し
て

い
ま
す
。

　「
檜
の
隈
」
は
現
在
の
高
市
郡
明
日
香
村
野
口
・
平
田
・
檜ひ
の
く
ま前
の
辺

り
で
す
。
草
壁
皇
子
の
葬
送
は
こ
の
あ
た
り
を
通
り
過
ぎ
て
現
在
の
高

取
町
佐
田
に
葬
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
殯
宮
（
埋
葬
す
る
ま
で
の
間
遺
体

を
仮
の
建
物
に
安
置
し
て
お
く
こ
と
）
の
期
間
に
舎
人
た
ち
は
侍じ

宿し
ゅ
く

の

た
め
に
か
よ
っ
た
の
で
す
。

　草
壁
皇
子
は
天
武
天
皇
の
後
継
者
と
し
て
将
来
を
望
ま
れ
、政
治
的
に

も
重
要
な
人
物
で
し
た
。
こ
の
歌
群
の
直
前
に
置
か
れ
た
挽
歌
で
柿
本
人

麻
呂
は
そ
う
し
た
草
壁
皇
子
を
失
っ
た
喪
失
感
を
詠
ん
で
い
ま
す
が
、
こ

ち
ら
は
よ
り
皇
子
に
近
い
立
場
の
人
々
に
よ
る
悲
し
み
が
表
現
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
歌
で
は
草
壁
皇
子
の
突
然
の
死
を
受
け
入
れ
が
た
く
思
い
つ

つ
も
、
舎
人
と
し
て
殯
宮
の
仕
事
は
こ
な
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
現
実
を

詠
み
、皇
子
の
死
に
直
面
し
て
の
呆
然
と
し
た
気
持
ち
を
述
べ
て
い
ま
す
。

（
本
文

　万
葉
文
化
館

　榎
戸 

渉
吾
）

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
開
館
25
周
年
記
念
　

「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
」世
界
文
化
遺
産
登
録
記
念

　
特
別
展
　
高
照
ら
す
み
や
こ

　
　
―
描
か
れ
た
「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
」
―     

　
開
催
中
～
12
月
６
日
（
日
）

「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
」
は
近
現
代
の
画
家
た
ち
に
も
多

く
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
飛
鳥

時
代
の
人
々
や
都
の
風
景
、
そ
し
て
現
在
に
の
こ
る
遺

跡
、
そ
れ
ら
を
描
い
た
作
品
を
紹
介
し
、
画
家
の
目
か

ら
見
た
「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮

都
」の
歴
史
を
探
り
ま
す
。

※�

国
内
の
小
・
中
学
生
、
高

校
生
、
18
歳
未
満
の
人

は
無
料
。
そ
の
他
割
引
な

ど
、
詳
し
く
は
当
館
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

記
念
講
演
会
　

「
古
代
絵
画
と
近
代
日
本
画

　         

靫ゆ
き
ひ
こ彦
・
青せ
い
そ
ん邨
・
松し
ょ
う

篁こ
う

」 

無
料
・
申
込
不
要

　
11
月
８
日（
日
）14
時
～
15
時
30
分（
13
時
30
分
開
場
）

［
講
師
］��

増
記�

隆
介
さ
ん

����������������（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
）

［
定
員
］
１
０
０
人
（
先
着
）
［
会
場
］�

企
画
展
示
室

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
＆
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
　

画
家
が
見
た「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
」を
巡
ろ
う

 

要
観
覧
券
・
申
込
不
要

　
11
月
23
日
（
祝
）、
11
月
29
日
（
日
）

［
時
間
］��

各
日
①
10
時
～
12
時
　
②
14
時
～
16
時

［
講
師
］��

染
田�

英
美
子
（
当
館
主
任
学
芸
員
）

　
　
　���

北
井�

利
幸
さ
ん（
奈
良
県
立
橿
原

��������������

考
古
学
研
究
所
指
導
研
究
員
）

　
　
　�

西
光�

慎
治
さ
ん（
明
日
香
村
教
育

�����������������委
員
会
文
化
財
課
課
長
補
佐
）

［
定
員
］��

各
回
30
人（
先
着
）
　［集
合
場
所
］��

ホ
ワ
イ
エ

万
葉
集
を
よ
む 

無
料
・
申
込
不
要

11
月
18
日
（
水
）
14
時
～
15
時
30
分

「
雑ぞ
う

歌か
（
８
）
」（
巻
９
・１
７
５
３
～
１
７
６
５
番
歌
）

［
講
師
］�

中
本�

和
（
当
館
主
任
研
究
員
）

［
定
員
］
１
５
０
人
（
先
着
）

※
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
（
翌
日
か
ら
一
週
間
視
聴
可
）

に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
万
葉 

秋

開
催
中
～
11
月
29
日
（
日
）

※
駐
車
場
有
料
（
普
通
車
１
日
１
回
に
つ
き
5
0
0
円
）
）

※
詳
し
く
は
当
館
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

万
葉
文
化
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

☎ 0744-54-1850
HP  www.pref.nara.lg.jp/manyo

烏頭尾精
「蘇る朱雀」2003年
奈良県立万葉文化館蔵
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マンガ：チャンキー松本

吉野に来たぞ！
この部屋も、
　　趣があるのぅ

書
院
造
と

言
わ
れ
て

い
る
そ
う

　で
す
ぞ

わしが花見をした
吉野は、いつの
　時代も歴史の
　　舞台なんじゃな

義
経
と
静
御
前
が

最
後
に
一
緒
に
過
ご
し
た

部
屋
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す

𠮷
水
神
社 

書
院

𠮷
水
神
社 

書
院

　後醍醐天皇も
見えてきそうじゃ

お
ー
、

二
人
が
見
え
て

く
る
ぞ
！

兄
者
に
は
、

歴
史
が
見
え
て

い
る
の
か
？！

後
醍
醐
天
皇
が

過
ご
さ
れ
た
と

言
わ
れ
る
部
屋
も

　
　
　あ
り
ま
す

豊臣秀吉豊臣秀長

𠮷
水
神
社

南
朝
皇
居

𠮷
水
神
社

南
朝
皇
居

豊臣秀長の大和支配の重要拠点となった高取城。日本三大山城の
一つでもある城跡のふもとに広がる高取町では、恒例の「たかとり城
まつり」が開かれます。鉄砲隊による火縄銃の実演や、時代行列の
行進、文化財の特別公開などイベントが多彩。お城好きとして知ら
れる俳優の村井美樹さんと、歴史ナビゲーターのれきしクン（長谷川
ヨシテルさん）とのトークショーも予定されています。

●日       時：11月22日（日）
 9時30分～16時
●場       所：高取町児童公園
 および土佐街道筋
●アクセス：近鉄壺阪山駅から
　　　　　　南東へ約1.1km

主催／たかとり城まつり実行委員会 一般社団法人高取町観光協会　協力／高取町 高取町商工会 高取町消防団 村井美樹さん

時代行列やトークショーなど  イベント多彩たたかかととりり城城ままつつりり第38回

十
津
川

吉
野
　豊臣家と奈良とのゆかりは、吉野町、十
津川村など県南部でも、各地に残る史跡
や伝承から知ることができます。
　吉野水分神社は豊臣家と特に結び付
きが強い神社です。秀吉が子授けを祈願
し、後に秀頼を授かったという伝承も。現
社殿は秀頼が再建したとされ、華やかな
桃山文化をしのぶことができます。
　𠮷水神社（旧吉水院）は、1594（文禄
3）年に秀吉が吉野を花見に訪れた際、
本陣を置きました。また、町内の竹林院群
芳園の庭園は、花見に合わせて千利休
が手を加え、桃山風の庭園へと修築され
たと伝わる名園です。また一説によると、細
川幽斎による作庭とも伝わります。

　十津川村の湯泉地温泉。戦国時代か
ら知られた名湯には、秀長の養子・豊臣秀保が療養のため滞在し、この地で
亡くなったと伝えられています。村内には「豊臣秀保終焉之地」を示す石碑も

立ち、豊臣家との深い縁を感じさせます。
　吉野の花見の頃には、秀長は残念な
がら亡くなっていましたが、豊臣一族が

育んだ茶の湯文化や桃山文化
を今に伝える貴重な場所の一つ
として、県南部はいまも重要な位
置を占め続けています。

湯
泉
地
温
泉

県南部にも  豊臣家ゆかりの地

第12回

▼マンガ【きみとなら】第12話▼マンガ【きみとなら】第12話

奈良の自然は
良いものじゃ！

秀吉の華やかな文化を伝える

秀長の養子・秀保を
名湯が癒やす

※歴史的解釈には諸説あります。

※写真提供：一般財団法人奈良県ビジターズビューロー
　 （撮影：矢野建彦）

吉
野
水
分
神
社

　
水
神
社

豊かな吉野の森の水の分配に関わり、古代か
ら崇敬を集めてきました。
■所在地：吉野町吉野山1612

12世紀には源義経が静御前、弁慶らと身を隠
し、のちの南北朝時代には後醍醐天皇の行宮
になったことでも知られています。
■所在地：吉野町吉野山579

豊
臣
秀
保
終
焉
之
地十津川温泉郷の公衆浴場「泉湯」

「滝の湯」では源泉かけ流しが楽しめます。
■住所：十津川村

とうせん じ

　しゅうえん

みくまり

ひでより

ゆうさい

ひで やす

ぐん

ぽうえん

問  県地域観光課　☎ 0742-27-8482 
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